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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　指示されたチャンネルのテレビジョン信号を選局する選局手段と、
　前記選局手段に対して選局信号を与え、複数チャンネルの映像信号を出力するよう切り
替える画像切替手段と、
　前記画像切替手段で切り替えられた複数チャンネルの映像信号を一時記憶すると共に、
１画面を入力された表示面積比に応じたサイズの複数チャンネルの子画面に分割する子画
面分割手段と、
　前記子画面分割手段で分割された複数チャンネルの子画面を含む映像信号を表示する画
像表示手段と、
　複数のリモコン装置から送信されるチャンネル番号とＩＤ番号とを含むリモコン信号を
受信し、リモコンデータに復号するリモコン受光手段と、
　前記リモコン受光手段で復号され、複数のリモコン装置から得られたリモコンデータを
一定期間記憶するリモコンデータ記憶手段と、
　夫々のリモコン装置に対する優先順位を決定するための数値を優先度データとするとき
、前記リモコン装置のＩＤ番号に対応させて優先度データを予め格納する不揮発性の優先
度記憶手段と、
　前記リモコンデータ記憶手段に記憶された夫々の表示チャンネルに対する各リモコン装
置からの要求数を、前記優先度記憶手段に格納された優先度データで重み付け加算して集
計し、集計結果の多数決順により各チャンネルの前記表示面積比を決定し、前記子画面分



(2) JP 4358939 B2 2009.11.4

10

20

30

40

50

割手段に前記表示面積比を与えると共に、前記画像切替手段にチャンネル番号を通知する
リモコン優先度判定手段と、を具備することを特徴とするテレビジョン受像機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、リモートコントローラに優先順位を付加したテレビジョン受像機に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】
赤外線信号で応答する電子機器において、ＩｒＤＡの拡張により複数の赤外線装置からの
信号を認識することができる。またゲーム機などに対して、複数のリモートコントローラ
（以下、リモコン装置という）から操作できるようになっている。またテレビジョン受像
機に対して、テレビ用のものであれば、どのリモコン装置を用いてもチンネルの選択等を
行うことができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来の技術では、どのリモコン装置からでもテレビジョン受像機に対して同
じように操作ができるため、操作者を限定したり、操作者ごとに優先度を付けることがで
きないという問題点があった。
【０００４】
本発明は、このような従来の問題点に鑑みてなされたものであって、リモコン装置毎に特
定の情報を持たせることにより、テレビジョン受像機側でリモコン装置を識別し、操作の
優先順位を付けることができるテレビジョン受像機を実現することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本願の請求項１の発明は、指示されたチャンネルのテレビジョン信号を選局する選局手
段と、前記選局手段に対して選局信号を与え、複数チャンネルの映像信号を出力するよう
切り替える画像切替手段と、前記画像切替手段で切り替えられた複数チャンネルの映像信
号を一時記憶すると共に、１画面を入力された表示面積比に応じたサイズの複数チャンネ
ルの子画面に分割する子画面分割手段と、前記子画面分割手段で分割された複数チャンネ
ルの子画面を含む映像信号を表示する画像表示手段と、複数のリモコン装置から送信され
るチャンネル番号とＩＤ番号とを含むリモコン信号を受信し、リモコンデータに復号する
リモコン受光手段と、前記リモコン受光手段で復号され、複数のリモコン装置から得られ
たリモコンデータを一定期間記憶するリモコンデータ記憶手段と、夫々のリモコン装置に
対する優先順位を決定するための数値を優先度データとするとき、前記リモコン装置のＩ
Ｄ番号に対応させて優先度データを予め格納する不揮発性の優先度記憶手段と、前記リモ
コンデータ記憶手段に記憶された夫々の表示チャンネルに対する各リモコン装置からの要
求数を、前記優先度記憶手段に格納された優先度データで重み付け加算して集計し、集計
結果の多数決順により各チャンネルの前記表示面積比を決定し、前記子画面分割手段に前
記表示面積比を与えると共に、前記画像切替手段にチャンネル番号を通知するリモコン優
先度判定手段と、を具備することを特徴とするものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
（実施の形態１）
本発明の実施の形態１におけるテレビジョン受像機（以下、テレビともいう）について図
面を参照しながら説明する。図１は実施の形態１～３のテレビジョン受像機の構成を図示
したブロック図であり、リモコン装置との関わり部分のみを示す。テレビジョン受像機本
体１０は、選局手段１１、画像切替手段１２Ａ、表示制御手段１３、リモコン受光手段１
４、プログラムメモリ１５、リモコンデータ記憶手段１６、優先度記憶手段１７、リモコ
ン優先度判定手段１８を有するＣＰＵ１９、画像表示手段２０、データバス２１を含んで
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構成される。またテレビジョン受像機本体１０に対して、複数のリモコン装置２２ａ，・
・・２２ｅが用意されている。
【００１０】
選局手段１１は指示されたチャンネルのＴＶ信号を選局するチューナである。画像切替手
段１２Ａはビデオスイッチと呼ばれ、リモコン装置２２ａ～２２ｅのいずれかから指示さ
れたチャンネル情報をリモコンデータ記憶手段１６から読み出して選局手段１１に出力し
、選局されたチャンネルの映像信号を画像表示手段２０に与えるものである。表示制御手
段１３は、リモコンデータ記憶手段１６に設定されたチンネル番号を表示したり、リモコ
ン受光手段１４から出力された制御信号（画質や音量）に基づいて画像及びオーディオの
出力状態を制御するものである。
【００１１】
リモコン受光手段１４は、リモコン装置２２ａ～２２ｅのいずれかから送信された赤外変
調光を受光し、変調光を復号してリモコンデータをデータバス２１を介して各ブロックに
与えるものである。プログラムメモリ１５はＲＯＭで構成され、ＣＰＵ１９の動作プログ
ラム等を記憶するメモリである。リモコンデータ記憶手段１６はＲＡＭで構成され、リモ
コン装置２２ａ～２２ｅの送信データを一時記憶し、各ブロックに与えるものである。
【００１２】
優先度記憶手段１７は不揮発性のメモリであるＥＥＰＲＯＭで構成され、リモコン装置２
２ａ～２２ｅの優先度データを記憶するもので、そのデータはデータバス２１を介して出
力される。リモコン優先度判定手段１８は、リモコン装置２２ａ～２２ｅから実質的に同
時に選局指示がなされたとき、リモコン装置のＩＤ番号又はリモコン番号に基づき、どの
チャンネルの映像を表示するかを決定したり、実施の形態４で説明するように、子画面分
割で複数の画像を同時に表示する場合に、夫々のチャンネルの表示サイズ（表示面積比）
を決定するものである。画像表示手段２０は、画像を表示するもので、ＣＲＴやＬＣＤ等
で構成される。
【００１３】
このように構成されたテレビジョン受像機の選局動作について説明する。尚、本実施の形
態には、優先度記憶手段１７は用いられない。まず、ある操作者が例えばリモコン装置２
２ａを用いて、リモコン信号をテレビジョン受像機本体１０に送信する。続いて、リモコ
ン受光手段１４により受信されたリモコンデータは、ＣＰＵ１９の動作によりリモコンデ
ータ記憶手段１６に格納される。夫々のリモコン装置２２ａ・・・２２ｅには図２に示す
ように、各リモコン番号に対して優先度データが付加されているものとする。優先度デー
タの値が大きい程、優先度が高いとする。
【００１４】
リモコン装置の操作によりリモコン信号を送信する際に、当該リモコンの優先度データも
同時に送信する。テレビジョン受像機本体１０は、ある一定期間に送信された複数箇所又
は１箇所からのリモコンデータをリモコンデータ記憶手段１６に保持する。既に受信され
、現在画像表示手段２０に表示中のチャンネル（番組）、即ち既に記憶されたリモコンデ
ータと、今回新たに受信したリモコンデータとから、リモコン優先度判定手段１８が優先
度データを比較する。現在受信したリモコン装置２２ａの優先度の方が、例えば前回受信
したリモコン装置２２ｅより高い場合、そのリモコン装置２２ａのコマンドを受理し、リ
モコン装置２２ａで指示されたチャンネルを選択すべく、画像切替手段１２Ａが選局手段
１１に対して指示をする。そうすると、画像表示手段２０の画面全体が、リモコン装置２
２ａで指示されたチャンネルの画像に切り替えられる。
【００１５】
以上のように、夫々のリモコン装置に対して優先度を付加することにより、テレビジョン
受像機におけるチャンネルの選択権を、特定のリモコン装置を持つ操作者に対して与える
ことができる。
【００１６】
（実施の形態２）
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次に本発明の実施の形態２におけるテレビジョン受像機について説明する。尚、本実施の
形態のテレビジョン受像機の構成は図１に示すものと同一である。まず、ある操作者は例
えばリモコン装置２２ａを用いて、リモコン信号をテレビジョン受像機本体１０に送信す
る。続いて、リモコン受光手段１４により受信されたリモコンデータをＣＰＵ１９を介し
てリモコンデータ記憶手段１６に記憶する。夫々のリモコン装置２２ａ～２２ｅに対して
、図３（ａ）に示すように、各リモコン装置毎にＩＤ番号が付加されているものとする。
リモコン装置の操作によりリモコン信号を送信すると、ＩＤ番号が同時に送信される。
【００１７】
このようなリモコンデータがリモコンデータ記憶手段１６に格納されると、ＣＰＵ１９は
ＩＤ番号を読み出し、優先度記憶手段１７のデータを閲覧する。優先度記憶手段１７には
、図３（ｂ）に示すように、ＩＤ番号と優先度データとの対応表が登録されている。リモ
コン優先度判定手段１８は図３（ｂ）のデータを参照し、ある一定期間に入力されたリモ
コンデータと、今回リモコン装置２２ａから受信したＩＤ番号に対応する優先度を比較す
る。そして今回受信したリモコン装置２２ａの優先度の方が高ければ、そのリモコン装置
２２ａのコマンドを受理し、所望のチャンネルを選択する。
【００１８】
以上のように、夫々のリモコン装置に対してＩＤ番号を付加し、送信されたＩＤ番号と、
テレビジョン受像機本体に登録された優先度データをＩＤ番号で参照することにより、テ
レビジョン受像機におけるチャンネルの選択権を、特定のリモコン装置を持つ操作者に対
して与えることができる。本実施の形態の場合、リモコン装置を交換することなく、優先
度記憶手段１７のデータの書換えによりテレビジョン受像機本体側で優先度を変更するこ
とができる。
【００１９】
（実施の形態３）
次に本発明の実施の形態３におけるテレビジョン受像機について説明する。尚、テレビジ
ョン受像機の構成は図１に示すものと同一である。まず、ある操作者はリモコン装置２２
ａを用いて、リモコン信号をテレビジョン受像機本体１０に送信する。続いて、リモコン
受光手段１４により受信されたリモコンデータをＣＰＵ１８を介してリモコンデータ記憶
手段１６に記憶する。
【００２０】
実施の形態２と同様に、優先度記憶手段１７には、図３（ｂ）に示すような優先度データ
が格納されている。本実施の形態では、ある一定期間に渡って各リモコン装置２２ａ～２
２ｅから夫々のリモコン信号がテレビジョン受像機本体１０に送信されるものとする。例
えばＩＤ番号１０００～１００２のリモコン装置から、チャンネルｃｈ２が送信され、Ｉ
Ｄ番号１００３のリモコン装置から、チャンネルｃｈ４が送信され、ＩＤ番号１００４の
リモコン装置から、チャンネルｃｈ８が送信されたとする。そうすると、リモコンデータ
記憶手段１６にそのデータが記憶される。
【００２１】
ＣＰＵ１９は優先度記憶手段１７から図３（ｂ）及び図４（ａ）に示すデータを読み出し
、このデータとリモコンデータ記憶手段１６に保持されたリモコンデータとを結合し、図
４（ｂ）に示すようなデータを作成する。リモコン優先度判定手段１８は図４（ｂ）のデ
ータを参照し、リモコン優先度を選択されたチャンネル毎に集計する。優先度の集計結果
（合計値）は、チャンネルｃｈ２が１３、チャンネルｃｈ４が１２、チャンネルｃｈ８が
１となる。この結果、リモコン優先度判定手段１８は、チャンネルｃｈ２を最も優先度の
高いチャンネルと判定する。つまり優先度の合計値により、単体での優先度が最も高い（
優先度１２) ＩＤ番号１００３のリモコン装置のコマンドよりも、ＩＤ番号１０００，１
００１，１００２のリモコン装置２２ａ，２２ｂ，２２ｃから指示されコマンドの優先度
が逆転したことになる。尚、優先順位の数値を無くすか、又は全て同一とすることで、単
純に多数決処理することも可能である。
【００２２】
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以上のように、夫々のリモコン装置に対してＩＤ番号を付加し、送信されたＩＤ番号及び
チャンネル番号と、テレビジョン受像機本体に登録された優先度データをＩＤ番号で参照
して、同一チャンネルに対するコマンド数を重み付け加算することにより、テレビジョン
受像機におけるチャンネルの選択権を、特定チャンネルへの要求者数と優先度に基づいて
与えることができる。本実施の形態の場合、多数のリモコン装置が同時に操作されるとき
に、特に有効である。
【００２３】
（実施の形態４）
次に本発明の実施の形態４におけるテレビジョン受像機について説明する。尚、テレビジ
ョン受像機の構成を図５に示す。本実施の形態のテレビジョン受像機本体１０には、図１
に示す構成に加えて、子画面分割手段２０ａが設けられる。子画面分割手段２０ａはＰｉ
ｎＰと呼ばれるもので、画像表示手段２０に複数チャンネルの画像を同時に表示する場合
、画像切替手段１２Ｂから出力された複数チャンネルの映像信号を一時記憶すると共に、
指示された表示面積比に基づいて複数の画像を分割表示するものである。表示サイズと表
示位置は表示制御手段１３によって制御される。
【００２４】
優先度の判定方法は実施の形態３と同一である。まず、夫々の操作者はリモコン装置２２
ａ～２２ｅのいずれかを用いて、リモコン信号をテレビジョン受像機本体１０に送信する
。続いて、リモコン受光手段１４により受信されたリモコンデータはＣＰＵ１９を介して
リモコンデータ記憶手段１６に記憶される。夫々のリモコン装置による選局内容は図４（
ｂ）のように編集される。そしてＣＰＵ１９はリモコン優先度を選択されたチャンネル毎
に合計する。優先度の合計は、チャンネルｃｈ２が１３、チャンネルｃｈ４が１２、チャ
ンネルｃｈ８が１となる。得られたデータを元に画面上に表示するチャンネル毎の表示面
積比を優先度の合計に応じて図６のように決定し、子画面分割手段２０ａを介して画像表
示手段２０に、チャンネルｃｈ２，４，８の番組を同時に表示する。この場合、音声は最
大画面に対応する音声を選択してもよく、別途選択するようにしてもよい。
【００２５】
このようにすれば、テレビジョン受像機における各チャンネルの表示面積を、特定チャン
ネルへの要求者数と優先度に基づいて与えることができる。本実施の形態の場合、多数の
画像を同時にモニタする場合に特に有効である。この場合のチャンネルは、例えば監視場
所を示す番号として考えるとよい。
【００２６】
【発明の効果】
以上のように本発明によれば、リモコン装置毎に特定の情報を持たせることにより、テレ
ビジョン受像機本体側でリモコン装置を識別し、優先順位を付けることができるという有
利な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１～３におけるテレビジョン受像機の構成を示すブロック図
である。
【図２】本実施の形態１において、表示優先度を決定するための説明図である。
【図３】本実施の形態２において、表示優先度を決定するための説明図である。
【図４】本実施の形態３及び４において、表示優先度を決定するための説明図である。
【図５】本発明の実施の形態４におけるテレビジョン受像機の構成を示すブロック図であ
る。
【図６】本発明の実施の形態４において、優先度に基づいて表示面積を決定する説明図で
ある。
【符号の説明】
１０　テレビジョン受像機
１１　選局手段
１２Ａ，１２Ｂ　画像切替手段
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１３　表示制御手段
１４　リモコン受信手段
１５　プログラムメモリ
１６　リモコンデータ記憶手段
１７　優先度記憶手段
１８　リモコン優先度判定手段
１９　ＣＰＵ
２０　画像表示手段
２０ａ　子画面分割手段
２１　データバス
２２ａ～２２ｅ　リモコン装置

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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